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	会議の名称
	桶川市立桶川東中学校　第４回学校運営協議会

	開催日時
	　令和６年１１月２６日（火）
（開会）　１３：３０　　　（閉会）　１５：００

	開催場所
	桶川東中学校　会議室

	出席者氏名（委員）
	松本　潔委員長、　野頭　國郎副委員、　山平　米男委員
中村　文雄委員、　上　佐良委員、
校長　家德　丈夫、　教頭　清水　雅一　教務主任　植田　光

	欠席者氏名（委員）
	なし

	傍聴者
	　０　名

	議題
	（１）情報提供
（２）本校の課題について
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旨
	協議結果
	意見の概要

	
	（１）情報提供・本校の課題について

	来年に向けてスタートしているところ。インフル・コロナのまん延もない。岩手より英語の授業の査察。2学期の生徒の様子。音楽会での活躍は素晴らしかった。部活、県大会準優勝が2部活。吹奏楽がボランティアに参加。いじめ、12件。長期欠席21名。学習支援室利用者最大9名。80時間を超えている職員がいる。代員がつかない場合がある。フッ化物洗口が広がりつつある。体育館の空調工事が始まる。音楽会等は市民ホールの予定。来年度1年生が４〜５クラス。来年度以降のPTA活動のあり方。桶川小の加入者が約半分。

施設、設備について。廊下のタイルの剥がれ。エアコンのパワー不足。エアコンの清掃が必要。桜の木の剪定について、業者が来ていただき剪定してもらった。大雨のあとに漏水。学校応援団・環境整備について。次回3月。地域の方、部活動の参加が増えた。部活動関係、県大会出場した部活が多かった。移動手段は公共交通機関、バスをチャーターする、バスをチャーターすると、今は10万程度。負担が大きい。
地域との連携。生徒会執行部か参加。


	
	（２）本校の課題について



	情報提供を受けての質問。
部活動について。土日どちらか休みはまだ続いているのか。
続いている。

一社提携は可能か。市内中学校でバス会社と契約できないか。クラウドファンディング等は活用できないか。
検討する。

いじめの認知件数はいじめられたという生徒からの訴えにより決まっているのか。
職員が判断する場合もある。重大事態になる可能性もある。
SNSの問題も多くなってきている。逐一対応していく。

本当に必要なところに市はお金をかけてほしい。環境問題については定期的にやっていけばそこまで大変な作業ではないので周りに声をかけて、生徒にも手伝ってもらいながらやっていくことが大切。

不登校の中に部活だけ出る生徒もいるか。
部活をきっかけに登校する生徒もいる。

加納小で不幸な事故。防災、子どもの見守りの意識を高めていければ、不幸な事故が減るのではないか。職員が意識付けをしていってほしい。
スケアードストレイト等の活用。

支援室について保護者からの要望等はあるのか。
校長：支援室によって登校できている生徒がいるのでありがたい。
情報発信が必要。PTAの活動や部活動等について保護者に伝えていくことが大切。

全国・県学長の結果について。学校経営案についての評価項目について。
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